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３月になると，きまって思い出す詩がありま

。 ， 。す 小学校６年生が 卒業文集に載せた詩です

「教室」

３月の教室は，今まで生活していた人たちが

出て行ってしまうからさみしい。

でも，新しく入ってくる人たちを迎え入れ，

再びにぎやかになるのを待っている。

この時期，教室は，うれしいとさみしいが

入り混じる。

卒業，入学，進級，職員の異動等によって，

教育に関わる現場では，この詩のような情景が

あちらこちらで見られます。

毎年くり返される姿ではありますが，喜び，

悲しみ，寂しさ，希望，期待，不安，さまざま

な感情が交錯して，何とも言いようのない感動

が生まれます。

卒園式，卒業式はその感動が最高潮に達する

時でしょう。あふれる涙を抑えきれなくなるこ

ともしばしばです。この一年間は，まさにこの

日のためにあったような気さえします。

わが子が卒園，卒業の対象ともなれば感動は

ひとしお。ひとまわり大きく成長したように見

えるわが子を前にして，子育ての苦労が一挙に

報われたように思えます。

たとえ，よその子どもであったとしても，い

つもとは違って緊張した面持ちで式場に向かう

姿や，証書を胸にしてほっと安堵したような，

幾分誇らしげな姿を見かけると，自分のことの

ようにうれしく感じられます。

そんな時 「おめでとう」と声をかけてみよう，

ではありませんか。通りがかりの人からの声か

けに戸惑いながらも，きっと 「ありがとうござ，

います」の言葉が返ってくるはずです。

卒業の日を迎えた本人は，誰もが 「一番自分，

は頑張った」と思っています。周囲の大人たち

がどのような基準で見ていようとも，当人は今

日という日を迎えるために，精一杯頑張ってき

たのです 「おめでとう 「よかったね 「頑。 」， 」，

張ったね ，という言葉の中には，子どもたちの」

頑張りを認める気持が込められています。

一方，子どもたちの心は，一つのことをやり

終えた達成感であふれています。だからこそ，

子どもたちは素直な気持ちで 「ありがとうござ，

います」という言葉を返してくるのです。

家族，友人，先生はもとより，直接に関わり

がない人であっても，いつも，自分に関心の目

を向けてくれているという実感が，子どもたち

に社会の一員であることの意識を育てます。

思春期を迎える子どもの心は傷つきやすいも

のです。時として，孤独や不安のあまり自分を

見失いかけている少年に 「君は一人じゃない」，

「君は必要とされる人間なんだ」と声を大にし

て訴えても慰めにしかなりません。

それよりも，頑張った自分，一つのことをや

り遂げた満足感に浸っている自分の，まさにそ

の瞬間をとらえてかけてくれる一言の方がどれ

ほどかうれしいことでしょう。

「おめでとう 「ありがとうございます ，」， 」

その言葉を交わし合うことで，すべての子ども

たちに新たなエネルギーが充足されて，次のス

テップに元気よく踏み出して行くことを願って

います。

春の鳶

寄りわかれては

高みつつ

飯田龍太
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「携帯電話を考える」
先頃，子どもの携帯電話をめぐって次のよう

な報道がありました。

・・・１月３０日，文科省は全国の公立学校の取り

組み状況を公表。同時に，これを受けて，国として

は初めて「小中学校は持ち込みを原則禁止 「高校」，

」 。 ，は校内での使用の禁止 という指針を決定 さらに

携帯電話やネットの危険性の教育，ネットいじめな

どへの対応の徹底を含め，全国都道府県教育委員会

に通知・・・ （１月３１日付朝日新聞一部抜粋）。

卒業や進学・進級を控えて，また，学年末休

業を前にして，携帯電話を持たせるかどうか迷

ったり検討したりすることが多いと思います。

そこで，今回，子どもと携帯電話をめぐるさま

ざまな問題や，問題への対応について考えてみ

たいと思います。

１．進化した携帯電話

今や，携帯電話は単なる移動電話ではありま

せん。 モードの登場（ ）により，インタi 1999
ーネットと融合し，ＷＥＢサイト上で不特定多

数の人たちとコミュニケーションが行えるよう

になって以来，携帯電話は生活に最も密着した

ネットワークコンピュータに進化しました。ま

た，それは，人と人との関係を変化させるほど

に社会的な影響力を持った情報通信メディアに

変貌しています。

２．携帯電話がもたらす問題の数々

【学校裏サイト】

インターネット上に，中高生の利用を想定し

た学校非公式サイトのことで，その中で様々な

書き込みや情報交換が行われ，ネットいじめの

温床となっています。

【出会い系サイト】

主に，男女の出会いを目的としたサイトで，

自己紹介やメールアドレスを交換することで交

流を深めていきます。さらに発展して，現実に

顔を合わせる場合も少なくなく，悪意を持った

人物が参加している場合，売春や児童ポルノと

いった事件に巻き込まれる危険性があります。

【プロフ】

「プロフィール・サイト」の略で，簡単にネ

ット上で自己紹介ページを作成でき，ストーカ

ー行為やネットいじめの材料に使われる可能性

があります。最近，プロフを出会い系サイトの

ように悪用される事件が頻発しています。実名

や住所といった個人情報を掲載しないことはも

とより，住所や学校，クラスが特定されるよう

な情報にも注意が必要です。

【ブログ，ホムペ】

ネットで作成できる日記帳

のようなものです 「エント。

リ」と呼ばれる記事を掲載すると，それに対し

てブログ閲覧者が「コメント」を付けられる仕

組みになっていて，コメント欄が不特定多数の

人との情報交換の場となります。

２月，お笑いタレントのブログに根拠のない

デマを書き込んで誹謗中傷をしたとして，全国

に住む１８人が名誉毀損の疑いで書類送検され

たという事件は記憶に新しいところです。

ホムペは「ホームページ」の略称です。ケー

タイ独自に発展を遂げ，ブログと同様のコメン

ト書き込み機能を持っています 「コメントを勝。

手に消された」ことをめぐって子どもたちの間

でトラブルが発生しています。コメントの削除

をめぐってケンカに発展したり 「仲間外れ」と，

見なされることがあるようです。

【有害情報】

グラフに示す通り，利用率は低いものの，違

法行為や不適切な薬物利用，中傷や自殺・家出

， ， ，等の主張 アダルト画像や性風俗 ギャンブル

出会いや異性紹介，グロテスク，オカルト，宗

教勧誘，喫煙・飲酒や水着下着画像，コスプレ

等危険な利用の実態があります。

３．18.3％，24.3％，59.0％，95.2％

これは何の数字かお分かりになりますか。

それぞれ，小学校３･４年，５･６年，中学生・

。高校生の携帯電話の平均保有率を表しています

・普及率２０％→利用している人がいることを

意識する。

・普及率４０％→自分も利用したいと思う。

・普及率５０％以上→周りがみんな使っている

から，仲間はずれになりたくないと思う。
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携帯電話は， メールの交換をしてくれる友e
だちの多くが利用していれば楽しく便利なもの

になります。これを「ネットワーク効果」とい

いますが，中学入学を契機に保有率は一挙に高

， 。まり 携帯電話の利用環境が大きく変化します

４．情報通信メディアの急激な変化

今や，人と人の関係をつなぐコミュニケーシ

ョンの根底に携帯電話が入っているのは誰もが

認めるところでしょう。その普及のスピードが

急であったため，変化を受けとめる社会と情報

通信メディアとの間に著しいギャップが生じて

います。そのギャップから大人社会においてさ

え数々の問題が発生しているのですから，子ど

もたちのコミュニケーション環境へのインパク

トは非常に大きいものがあると思われます。

トラブルに巻き込まれるのは，一概に利用時

間が長い人とは限らず 「情報社会での身の処し，

方」が身に付いていない場合です。情報社会の

身の処し方とは 「携帯電話がもたらす問題」を，

想定できるだけの，物事の理解力や判断力，自

制心，公共心が十分に育っているかどうかとい

うことです。そういう意味では，子どもに携帯

電話を持たせる場合，携帯電話はあくまで保護

者の所有物で「子どもに貸し与えている」とい

う意識を持つことが大事です。

５０年前，テレビ受像器が家庭に普及し始め

た頃，視聴率競争が番組低俗化に拍車をかけて

「一億総白痴化」が唱えられましたが，依然，

その問題は解決したとは言えません。新たな情

報メディアが生み出され，コミュニケーション

環境が便利になる一方で，それに伴う問題やト

。ラブルが発生することは避けられないようです

５．携帯電話を話題にできる親子関係が生命線

文科省が学校への携帯電話の持ち込みを禁止

したり使用を制限するのは，学校にいる間学習

に専念させることがねらいで，子どもを携帯電

話から切り離すことではありません。

それに，今は保有しなくてもいずれ携帯電話

との関わりを持つ時期が訪れます。むしろ，こ

の時期に携帯電話を通じて情報社会での身の処

。し方を身に付けておけば一生の財産となります

携帯電話を話題にできる親子関係が，問題や

トラブルから子どもを守る生命線となります。

しかし，現実には，わが子が情報機器の操作に

慣れているから大丈夫とか，利用料金の上限を

約束する程度の話し合いで，安易に渡してしま

っている場合が多く見受けられます。

「夜間の一人歩き 「場面に応じた言葉遣い」」

「お金の無駄遣い」等と同様に，携帯電話の利

用をめぐる様々な場面を想定して親子で話し合

う機会を多く持つことが大切だと思うのです。

， 。※本記事を作成するにあたり 次の資料を参考にしました

2008☆「子どもとケータイ」モバイル社会研究所

2007☆モバイル社会白書

「絵本クラブ」の活動甲州市甘草屋敷子ども図書館

平成１４年，甲州市立塩山図書館分館「甘草屋敷子ども図書館」が

開館したのをきっかけに 「絵本クラブ」は活動をスタートしました。，

以来，７年間，子どもたちに読書の楽しさを伝え，子どもたちの感

性や想像力を豊かに育てる案内役として活動を続けてきました。

「読み聞かせのプロ」を目指して，特別顧問の藤巻愛子さんの指導

を受けて修練を重ねてきた結果，読み手の人柄や個性，ユーモアが絵

本やわらべ唄のすばらしさを引き出すことに気付きました。

地道な努力は，わらべ唄を口

ずさみながら絵本を抱えて帰路につく親子の姿となって表れ

。 ，ます 毎月２回水曜日に行う定例の読み聞かせが年間２４回

その他に，市内の各所にある「子育て支援センター」や「子

育てサロン」での読み聞かせが３９回，５つの小学校での朝

読書が延べ９２回（ 年度）と，活動の要請は年とともに2007
増えて１８人のメンバーは大忙しです。

この日，甘草屋敷と子ども図書館は，辺り一面に白梅や紅

梅の香りが漂い，各部屋いっぱいのひな飾りが春の到来を演

出していました。

ー３－図書館の中も春の装い



地域教育推進事業をふり返っ
て

本年度，地域教育推進業務として次のような

ものがありました。

①峡東地域教育推進連絡協議会の運営

②地域の子育て支援の推進，子育て講演会，

子育てセミナーの開催

③家庭教育推進

④保幼，小中，高校，特支，大学の連携推進

（山梨ことぶき勧学院等）⑤成人教育の推進

（ ）⑥青少年教育の推進 やまなし少年海洋道中等

⑦生涯スポーツの振興，学校体育への支援

⑧地域教育情報誌「エリアウェッブ」の発行

※国・県の委託として（学校支援地域本部

事業，家庭教育支援基盤形成事業）

これらの業務のうち主なものをあげながら，

１年間をふり返ってみたいと思います。

◆峡東地域教育推進連絡協議会の開催

この協議会は，山梨市，笛吹市，甲州市の教

育機関や行政機関，地域住民等の連携や構成団

体相互の支援強化を図り 「望ましい教育環境・，

社会環境づくり」を推進することを目的として

います。年１回の総会と２回の実務者会を開く

とともに，子育て講演会や保・幼・小・中連携

セミナー，あいさつ運動，生活習慣育成の取り

組み等行っています。

◆子育て講演会，連携セミナーの開催

①第１回子育て講演会

７月４日（金）山梨市民会館大集会室

「勇気づけの子育て入門」

講師；坂本玲子氏（山梨県立大学准教授）

・参加者１８９名

②保・幼・小・中連携セミナー

８月１９日（火）山梨市民会館大集会室

「子どもの育ち，こころとからだ」

講師；一瀬英史氏

（総合教育センター教育相談部研修主事）

・小グループによる連携実践の話し合い

・参加者１１２名

③第２回子育て講演会

１１月１３日（木）いちのみや桃の里ふれあ

い文化館

「 」教育活動の基礎になるコミュニケーション

～人権と人格を尊重し合うこと～」

講師；高野利雄氏

（認定カウンセリングスーパーバイザー，

親業訓練協会上級インストラクター）

・参加者１６０名

◆地域の子育て支援の推進

７月 「峡東地域連携活動紹介誌」を作成し，，

， 。管内の学校や園・所 関係機関に配布しました

山梨市，甲州市，笛吹市の各所，各校からご

報告いただいた，地域・家庭・学校が連携・協

力して，子どもたちのよりよい育ちを支援して

いる事例をまとめ，今後の実践に役立てていた

だくための紹介誌です 「地域連携活動」の発展。

に資することを願っています。

◆学校支援地域本部事業

平成２０年度山梨県の教育施策「地域教育力

向上委員会」の中の 「やまなし学校応援団育成，

事業」と「放課後子どもプラン推進事業」が，

活動を展開しています。

◆家庭教育支援基盤形成事業

身近な地域人材からなる「家庭教育支援チー

（ ）」 ，「 」ム 峡東チーム の活動を立ち上げ 行動型

の積極的な支援を行うことにより，保護者・家

庭に支援が行き届く仕組みを目指しています。

「出前講座」の開催，情報誌「ファミーユ」

「ファミーユ・プチ」の発行 「母と子の心ぽか，

」 。ぽかコンサート の開催などに取り組みました

◆域教育情報紙「エリアウェッブ」の発行

年間１２回発行し，管内の保幼小中高特大，

教育関係機関，県庁関係課等へ配布しました。

本年度は 「地域教育推進スタッフ」が相互に，

関わりを持ちながら業務を展開したこともあっ

て，子育て全般，社会教育，生涯スポーツ，こ

とぶき勧学院など，多方面に渡る記事を取り上

げるよう工夫しました。

また，山梨市，笛吹市，甲州市に関連する話

題を均等に取り上げるよう配慮しました。

このように，本年度の事業を滞りなく終える

ことができましことは，関係者の方々の多くの

ご支援・ご協力のおかげだと思っております。

地域教育推進スタッフ一同，心よりお礼申し

上げます。
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